
「来

迎
院

本
」

の

『遊

心
安

楽

道

』

に

つ
い

て
韓

泰

植

『遊
心
安
楽
道
』
が
浄
土
教
学
者
達
に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
の
は
、
十

一
世
紀

の
頃
と
思
わ
れ
る
。
本
書
を
初
め
て
引
用
し
て
い

る
人
は
恐
ら
く
源
隆
国
で
あ
ろ
う
。
即
ち
源
隆
国

(
一
〇
〇
四
1

一
〇
六

六
)
の
著
作
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

『
安
養
集
』
に

「遊
心
安
楽
道

元

暁
云
」
と
い
う
長
文
が
十
回
も
引
用
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
本
書

に
つ
い
て
の
目
録
に
は

『
正
倉
院
文
書
』
や

『義
天
目
録
』
、

『東
域
伝
灯
目
録
』
な
ど
に
も
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
鎌
倉
時
代
に
な

っ

て
編
纂
さ
れ
た
覚
明
房
長
西

(
二

八
四
-
?
)
の

『
長
西
録
』
に
初
め

て
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
本
書
が
日
本
で
注
目
さ

れ
た
の
は
、
十

一
世
紀
の
頃
か
ら
で
あ
り
、
法
然
上
人

の
如

き

も
、

『選
択
集
』
の
中
に
本
書
を
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
後

に
本
書
に
つ
い
て
の
関
心
が
深
か

っ
た
高
山
寺

の
明
恵

(
一

一
七
三
-
二

一三
二
)
は
本
書

の
註
釈
書
と
し
て

『
光
明
真
言
土
砂
勧
信

記
』
な
ど
を
著
述
し
て
お
り
、
ま
た

『高
山
寺
聖
教
目
録
』

に
も
記
し

て
い
る
つ
な
お
、
凝
然

(
二

一四
〇
-
二

三
二

)
の
著

述

目

録

で
あ

(1
)

る

『
凝
然
国
師
著
述
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
『遊

心
安
楽
道

科

文
』

一
巻

を
著
述
し
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
現
存
し
な
い
の

で
あ
る
。

そ
の
以
後
に
は
、
あ
ま
り

『
遊
心
安
楽
道
』

に
関
す
る
書
が
み
ら
れ

ず
、
江
戸
時
代
の
浄
国
寺
の
義
海

(?
-
一
七
五
五
)
が
著
述
し
た

『遊

心
安
楽
道
私
記
』
二
巻
が
唯

一
の
註
釈
書
と
し
て
現
存
し
て
い
る
。

(2
)

と
こ
ろ
で
、
義
海
の

『
遊
心
安
楽
道
私
記
』

の
序
文

に

よ

れ

ば
、

(浄
全
続
巻
七
)

唯
其
書
、
文
字
託
脱
甚
多
。
殆
乎
不
可
通
暁
。
而
未
獲
善
本
。
閲
宗
要
。
以

稻
善
於
此
。
乃
就
而
校
之
。
或
推
其
義
而
正
之
。
遂
乃
略
科
釈
其
文
義
。
私

為
之
記
。
以
便
蒙
学
。
豊
敢
謂
解
拘
攣
。
破
盲
蹟
乎
。

と
述
べ
て
い
る
。
即
ち
、
義
海
が
底
本
と
し
て
参
考
し
て
い
た

『
遊
心

安
楽
道
』
は
、
誤
字

・
脱
字
な
ど
が
甚
だ
し
く
、
殆
ん
ど
通
暁
す
る
こ

と
が
で
き
な
か

っ
た
の
で
あ
り
、
し
か
も
、

い
ま
だ
善
本
を
獲
る
こ
と

が
で
き
な
か

っ
た
の
で
、
元
暁

の

『
無
量
寿
経
宗
要
』
を
閲
覧
し
て
対

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
七
雀
第
二
號

平
成
元
年
三
月

一
四
一
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「来

迎
院
本
」

の

『
遊
心
安
楽
道
』

に
つ
い
て

(韓
)

一
四
二

照
し
、
校
正
し
な
が
ら
、
そ

の
文
義
を
推
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
と
慨
嘆
し
て
い
る
。

し
た
が

っ
て
、
義
海
が

『
遊
心
安
楽
道
私
記
』
を
著
述
す
る
江
戸
中

期
の
寛
延
二
年

(
一
七
四
九
)
の
頃
に
は
、
す
で
に
善
本
を
獲

る

こ
と

が
で
き
な
く
な
り
、
止
む
な
く
託
脱
が
甚
だ
し
い
唯

一
本
を
底
本
と
し

て

『遊

心
安
楽
道
私
記
』
を
著
述
し
た
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
れ
ば
、
義
海
が
底
本
と
し
て
参
考
し
た

『
遊
心
安
楽
道
』
の
原

本
は
、
如
何
な
る
本
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、

現
在
に

『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
及
び

『
浄
土
宗
全
書
』
の
底
本
と
な

っ

て
い
る
明
暦
四
年

(
二
八
五
八
)
刊
、
比
丘

大

可

校
、
西
村
九
良
右
衛

門
板
が
あ

る
の
で
あ
る

(以
下
は
「明
暦
本
」
と
略
称
す
る
)
。

こ
の

「
明

暦
本
」

の
出
刊
年
度
も
義
海
の

『遊
心
安
楽
道
私
記
』
著
述
よ
り
九

一

年
先
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
義
海
が
慨
嘆
し
て
い
る
よ
う
に
誤
字

・

脱
字

・
倒
錯
な
ど
が
多
く
あ
る
の
で
、
恐
ら
く
義
海
が
底
本
と
し
て
参

考
し
た
原
本
は

「
明
暦
本
」
で
あ
ろ
う
。

「明
暦
本
」
は
義
海
が

『
遊
心
安
楽
道
私
記
』
を
著
述
す
る
時
、
た

だ
唯

一
本
と
し
て
流
通
さ
れ
て
い
た
の
で
、
義
海
は
ほ
か
の
善
本
を
獲

る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
そ
の

後
の
明
治
年
間
に
な

っ
て
も
ほ
か
の
善
本
が
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
大
正
新
修
大
蔵
経
本
」
の
対
校
に
使
わ
れ
た

「
大

谷

大

学
蔵
金
陵

刻
本
」
は
中
国
版
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
楊
文
会
が
中
国
に
伝

を
侠

っ
た
仏
書
を
日
本
か
ら
鬼
集
し
、
古
逸
浄
土
十
書

の
一
つ
と
し
て

明
治
末
年
に
復
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
れ
も

「
明
暦
本
」
を

底
本
に
し
た
も
の
と
推
定
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の

「
明
暦
四
年
版
本
」
に
も
現
在
ま
で
の
調
査

に
よ
れ
ば
、

二
種

が
あ
る
。

一
つ
は
、
本
文
だ
け
が
あ
る
書
と
、

も
う

一
つ
は
本
文

の
上

段
に

「
註
釈
」
が
付
け
ら
れ
て
い
る
書
が
最
近

に
発
見
さ
れ
た
か
ら
で

(3
)

あ
る
が
、

こ
の
両
書
の
内
容
に
お
い
て
は
ま

っ
た
く
同
じ
で
あ
り
、
書

体
も
同

一
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
た
だ
、
本
文
に
お
い
て
脱
字
部
分
の
上

段
の
五
ヶ
所
に
「註
」
が
付
い
て
い
る
。

こ
の

「註
」
の
書
体
は
本
文
と

異
な

っ
て
い
る
の
で
、恐
ら
く

「
明
暦
四
年
本
」
が
出
刊
さ
れ
た
以
降
、

誰
れ
か
が
、
脱
字
部
分
に
対
し
て
補
註
を
付
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
江
戸
期
よ
り
善
本
を
求
め
る
努
力
が
続
け
ら
れ
た
が
、

い
ま
だ

「
明
暦
本
」
以
外
に
は
そ
の
労
は
報
わ
れ
て
い
な
か

っ
た
の
で

あ
る
。

二

然
れ
ば
、
な
ぜ
、
義
海
以
降
の
浄
土
教
家
達

は

「
明
暦
本
」
以
外
の

『
遊
心
安
楽
道
』

の
善
本
を
獲
る
た
め
に
努
力

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
善
本
が
な
け
れ
ば
、
解
決
で
き
な
い
問
題
点
が

あ

っ
た
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ
を
要
約
す
れ
ば
、

次

の
よ
う
で
あ
る
。

(1)

す
で
に
義
海
の

『遊
心
安
楽
道
私
記
』

で
も
指
摘
し
て
い
る
よ

う
に

「
明
暦
本
」
に
は
誤
字

・
脱
字

・
倒
錯
な
ど
が
多
く
あ
る
の
で
、

内
容
上
に
お
い
て
意
味
が
通
じ
な
い
部
分
が
あ

る
。
そ
し
て
、
本
書
に
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述
べ
て
い
る
浄
土
思
想
を
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ

る
。
特

に
本
書

の
構
成
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
、
本
書
の
特
性
と
し
て

は
、
あ
る

一
人
の
浄
土
家
に
よ

っ
て
個
人
的
な
浄
土
思
想
が
展
開
さ
れ

て
い
る

の
で
は
な
く
、
数
人
の
先
代
の
浄
土
家
達

に
よ
る
浄
土
思
想
を

綜
合
し
て
紹
介
し
な
が
ら
、
そ
の
中
に
、
撰
者
の
見
解
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
た
め
に
、
た
だ
、

一
字

の
誤
字
や
脱
字
が
あ

っ
て
も
重
要
な
問

題
点
が

の
こ
る
わ
け
で
あ
る
。

(2)

ま
た
本
書
を
分
析
す
れ
ば
、
本
文
の
構
成
は
三
つ
の
部
分
か
ら

成
り
立

っ
て
い
る
。

一
つ
は
本
書
の
内
容
と
連
関
性
あ
る
他
論
疏
の
文

句
で
あ

る
。
即
ち
、
本
書

は
元
暁
の

『無
量
寿
経
宗
要
』
と
、
迦
才
の

『浄
土
論
』
、
懐
感

の

『
群
疑
論
』
な
ど
と
の
関
連
性
が
深
い

の

で
あ

る
。
二

つ
は
、
経
文
の
引
用
で
あ
る
。
即
ち
、
経
文

の
引
用
と
し
て
は

『無
量
寿
経
』
、
『
観
無
量
寿
経
』
、
『大
宝
積
経
発
勝
志
楽
会
』
、
『
不
空

絹
索
神
変
真
言
経
』
な
ど
が
引
か
れ
て
い
る
。
三
つ
は
、
撰
述
者
の
見

解
で
あ

る
。
こ
の
部
分
は
全
体
に
お
い
て
き
わ
め
て
少
な
い
文
章
で
あ

る
が
、
し
か
し
本
書

の
内
容
を
把
握
す
る
た
め
に
は
も

っ
と
注
目
す
べ

き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
上

の
よ
う
に
し
て
本
書
が
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
の
経
文
引

用
の
部
分
は
別
に
問
題
点
が
な
い
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
明
暦
本
」

の
よ
う

に
誤
字
、
脱
字
が
あ
る
と
、
論
疏
と
の
関
連
性
あ
る
部
分
や
撰

述
者
の
見
解
が
出
る
と
こ
ろ
で
は
正
確
に
内
容
を
理
解
し
な
く
て
は
多

く

の
疑
問
点
が

の
こ
る
の
で
あ
る
。
特
に
論
疏
の
関
連
文

の
部
分
に
お

い
て
は
、
そ
の
ま
ま
の
引
用
で
は
な
く
、
撰
者

の
見
解
が
捜
入
及
び
要

約
な
ど
が
あ
る
の
で
、
「
明
暦
本
」
だ
け
で
は
そ
の
よ
う
な
疑
問

点

を

解
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
わ
け
で
あ
る
。

(3)

な
お
、
元
暁

の
入
寂
年
代
が
正
確

に
知

ら
れ
て
い
な
か

っ
た
最

近
ま
で
は
本
書
が
元
暁
の
浄
土
思
想
を
代
表
す

る
著
述
と
し
て
重
視
さ

れ
た
。
し
か
し
、

一
九

一
四
年
に
元
暁
の
碑
文

の
下
半
部
が
慶
州
で
発

見
さ
れ
、
師

の
入
寂
年
代
が
六
八
六
年
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
か
ら
は
、
本
書
が
元
暁
の
真
撰
で
あ
る
か
否

か
に
つ
い
て
疑
問
が
出

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
元
暁
の
入
寂
よ
り
約
二
十

年
後
に
菩
提
流
志
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
た

『大
宝
積
経
発
勝
志
楽
会
』
と

『
不
空
羅
索
神
変
真
言
経
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る

か

ら

で
あ
る
。
し

た
が

っ
て
、
本
書
の
撰
述
者
及
び
撰
述
場
所
な
ど
に
つ
い
て
疑
い
が
起

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
諸
学
者
達
の
問
に
も
種

々
な

説
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
い
ま
だ
唯

一
本
と
知
ら
れ

て
い
る

「
明
暦
本
」
は

誤
字

・
脱
字
な
ど
が
甚
だ
し
い
の
で
、
本
書
の
研
究
に
お
い
て
の
多
く

の
難
し
い
点
が
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
本
書

の
研
究
を
進
め
る
た
め

に
は
正
確
な
校
訂
本
が
要
望
さ
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
も
ま
た
「明

暦
本
」
だ
け
で
は
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

三

と
こ
ろ
で
、
年
前
に
京
都
市
左
京
区
大
原
来

迎
院
町
に
所
在
し
て
い

「来
迎
院
本
」

の

『
遊
心
安
楽
道
』
に

つ
い
て

(韓
)

一
四
三
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「
来
迎
院
本
」

の

『
遊

心
安
楽
道
』

に
つ
い
て

(韓
)

一
四
四

る
来
迎
院
と
い
う
寺
院

の

「
如
来
蔵
」
と
呼
ば
れ
る
書
庫
か
ら
良
忍
の

(4
)

手
択
本
と
み
ら
れ
る

『遊
心
安
楽
道
』
が
発
見
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
文
化
庁

の
調
査
に
よ
っ
て
学
界
に
報
告
さ
れ

(5
)

て
い
る

『来
迎
院
如
来
蔵
聖
教
目
録
』
と
融
通
念
仏
宗
教
学
研
究
所
編

(6
)

の

『良
忍
上
人
の
研
究
』
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に

よ

れ

ば
、
来
迎
院

の
如
来
蔵
に
発
見
さ
れ
た
資
料
は
総
五
三
九
種
で
あ
り
、

法

・
報

・
応
の
三
函
に
分
類
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
本
書

は
こ
の

三
函
の
中

の
第

一
箱
で
あ
る
法
函
の
七
六
種
の
書
物
の
中
の
良
忍
自
筆

及
び
手
択
類
十
五
部
に
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
来
迎
院
か

ら
発
見
さ
れ
た

『
遊
心
安
楽
道
』
(以
下

「来
迎
院
本
」
と
略
称
す
る
)
に

(7
)

つ
い
て
詳

し
く
紹
介
す
る
な
ら
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

『遊
心
安
楽
道
』
良
忍
手
択
本

縦
二
六

・
〇
、
第
二
紙
長
五
〇

・
五
、
三
十

一
紙
巻
子
装

・
表
紙
茶
地
楮
紙

・
料
紙
黄
楮
紙
・
墨
界

「外
題
」
遊
心
安
楽
道

「尾
頭
」
遊
心
安
楽
道
、

一
巻

「本
文
」
二
行
十
五
-
十
八
字
、

一
紙
二
十
七
行
、
無
点
、
校
合
加
筆

「奥
書
」

一
校
了

「印
記
」
各
紙
紙
背
継
目
存
下
二
黒
方
印

「雄
」
各
一
願

「時
代
」
平
安
後
期

。
包
紙
表
書

「遊
心
安
楽
道

漸
麟
闘
良
忍
上
人
之
本
」

と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
巻
き
物
と
し
て
楷
書
で
書
写
さ
れ
て
い

る
。
表
に
は

「
良
忍
上
人
之
本
」
と
記
さ
れ

て

い
る

が
、
奥
書
が
な

く
、
筆
写
者
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
と

こ
ろ

で
、
こ
れ
と
同

一
函
に
含
ま
れ
て
い
る
浄
土
関
係
書
で
あ
る

『
讃
阿
弥

陀
仏
偶
』
と

『
略
論
安
楽
浄
土
義
』
に
つ
い
て
、
筆
写
者
が

「
薬
源
」

と
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
遊
心
安
楽
道
』
の
著
者

に

つ
い

て
本
文
で
は

「
元
暁
撰
」
と
い
う
記
録
が
な
い
が
、
包
紙

の
表

書

に

「遊
心
安
楽
道
漸
難
糊
良
忍
上
人
本
文
」
と
記
載

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
包

紙
は
本
文
の
巻
き
物
と
は
紙
質
が
異
な

っ
て
お
り
、
こ
の
包
紙

の
紙
質

に
つ
い
て
は
専
門
家
の
鑑
定

に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
の
紙
で
あ
る
と
推

定
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が

っ
て
、
文
化
庁

の
報
告

に
よ
れ
ば
、

「来
迎
院
霊
宝
古

筆

目

録
、
裏
に
享
保
十
六
年
二
月
の
善
逝
院
威
開
の
識
語
」
と
い
う
記
録
が

あ
る
の
で
、
こ
れ
は
江
戸
時
代
の
享
保

十

六

(
一
七
三
一
)
二
月
、
良

忍
上
人
の
六
百
年
忌
に
当
り
、
法
孫
で
あ
る
善
逝
院
威
開
が
第

一
箱
の

法
函
を
収
め
た
も
の
と
判
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

『
遊
心
安
楽
道
』

の
巻
き
物
の
包
紙
も
そ
の
時

の
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。
そ

う
で
あ
る
な
ら
ば
、
義
海
が

『遊
心
安
楽
道
私
記
』
を
著
述
し
た
年
が

寛
延
二
年

(
一
七
四
九
)
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
は
義
海

の
著
述

よ

り

十

八
年
も
前
の
こ
と
で
あ
り
、
恐
ら
く
義
海
は
良
忍

の
こ
の
善
本
を
み
な

か

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
前

に
も
述
べ
た
よ
う
に
義
海
は
底
本
の
詑

脱
が
甚
だ
多
か

っ
た
の
で
、
善
本
を
求
め
た
る
も
、
善
本
を
獲
る
こ
と

も
で
き
な
か
っ
た
と
記
載
し
て
お
り
、
義
海
が
底
本
と
し

て

い

た

の
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は
、
「明
暦
本
」
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る

か

ら
、
も
し
、
義
海
が

「来

迎
院
本
」
を
み

つ
け
て
い
た
な
ら
ば
、
恐
ら
く
参
考
し
た
は
ず
で
あ
る

が
、
義
海
の

『
遊
心
安
楽
道
私
記
』
に
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
は

一
つ
も

触
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

四

然
ら
ば
、
「来
迎
院
本
」

の

『
遊
心
安
楽
道
』
は
い
っ
た
い
何

時

の

も

の
で
あ
ろ
う
か
、
前
記
の
目
録
で
記
し
て
い
る
よ
う
に
本
書

は
良
忍

の
筆
写
本
で
は
な
く
、
手
択
本
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
良
忍
の

生
涯
の
中
で
も
浄
土
教
に
関
心
を
持

っ
て
い
た
の
は
、
二
三
才

(
一
〇

九
五
)
の
時
に
大
原
に
隠
遁
し
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
時

の
浄
土

に
関

す
る
書

と
し
て
は

『
讃
阿
弥
陀
仏
偶
』
、
『
略
論
安
楽
浄
土
義
L
、
『遊
心

安
楽
道
』
の
手
択
本
が
あ
り
、
上
の
二
書
に
つ
い
て
は
、
筆
写
年
度
と

筆
・写
者

に
関
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
筆
写
者

は
薬
源

で
あ
り
、
筆
写
年
度
は
康
和
元
年
と
康
和
二
年
と
し
て
記
録
さ

れ
て
い
る
が
、
『
遊
心
安
楽
道
』
に
つ
い
て
は
筆
写
者
と
年
代
が

記

載

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
確
か
な
こ
と
は
不
明
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
上
記

の
両
書
が
良
忍

の
二
七
才
と
二
八
才
の
時

の
も

の
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら

く

『
遊
心
安
楽
道
』
も

こ
の
両
書
と
共
に
良
忍

の
浄
土
教
に
対
す
る
関

心
が
高

ま
っ
た
時

の
以
前
頃
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

も
し
、
「来
迎
本
院
」
の

『
遊
心
安
楽
道
』
が
康
和
年
間

(
一
〇
九
五

-
一

一
〇
五
)
以
前
の
も

の
で
あ
る
な
ら
ぽ
、
前
項
で
述
べ

た
通

り
、

源
隆
国

(
一
〇
〇
四
-
一
〇
六
六
)
の

『安
養
集
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る

『遊
心
安
楽
道
』
と
は
あ
ま
り
、
年
代
的
な
隔
り
が
な
い
し
、
ま
た
長

西

(
二

八
四
-
?
)
の

『
長
西
録
』
と
も
年
代
的
な
隔
り
が
あ
ま
り
な

い
の
で
、
十

一
世
紀

の
頃
、

日
本
で

『
遊
心
安
楽
道
』
が
愛
読
さ
れ
る

時
に

「来
迎
院
本
」
が
流
通
さ
れ
た
も
の
と
推
定
す
る
こ

と

が

で
き

る
。
し
た
が

っ
て
、
源
隆
国
が
引
用
し
た

『
遊
心
安
楽
道
』
を
良
忍
も

入
手
し
て
愛
読
し
、
長
西
は

『
長
西
目
録
』
に
こ
れ
を
記
録
し
、
法
然

上
人
も

『
撰
択
集
』
に
こ
れ
を
引
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
「
明
暦
本
」
が
開
板
さ
れ
る
ま
で
の
約
五

六
〇

年
間
の
長
い
時
間
に
多
く

の
人
々
の
手
に
よ

っ
て
筆
写
さ

れ

る

う

ち

に
、
誤
字

・
脱
字
、
倒
錯
な
ど
が
甚
だ
し
く
多
く
な

っ
た
も

の
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に

「
来
迎
院
本
」
は

「
明
暦
本
」
よ
り
約

五
六
〇

年
を
遡
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
明
暦
本
」
と
対
照
す
る
こ
と
に
よ

っ
て

今
ま
で
の

「
明
暦
本
」
の
み
に
よ

っ
て
は
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
多
く

の
疑
問
点
が
解
け
る
よ
う
に
な
る
も

の
と
期
待
し
て
い
る
。

特

に
こ
の
よ
う
な
研
究
が
す
す
め
ら
れ
る
な

ら

ぽ
、
『遊
心
安
楽
道
』

の
校
訂
本
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

こ
の
た
び

の
、
本

稿

で

は

「来
迎
院

本
」
の
発
見
と
資
料
的
な
価
値
に
つ
い
て
の
み
述
べ
さ
せ
て
頂
く
次
第

で
あ
る
。

(註
は
省
略
す
る
)

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>

『遊
心
安
楽
道
』
、『明
暦
四
年
本
』
、『来
迎
院
本
』

(
東
国
大
学
校
専
任
講
師
)

「
来
迎
院
本
」

の

『
遊
心
安
楽
道
』

に
つ
い
て

(韓
)

一
四
五
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